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産
廃
処
分
場
計
画
阻
止
へ

家
島
の
自
治
会
と
連
携

３
地
域
住
民
が
タ
ッ
グ

日
本
画
家
・
室
井
澄
さ
ん

「
霊
峰
大
山
」市
に
寄
贈

構
想
か
ら
８
年 

渾
身
の
作

市
人
口
１６
年
連
続
減
少
も

坂
越
地
区
の
み
増
加

区
画
整
理
で
住
宅
新
築

ス
ト
ー
ブ
未
設
置
校
に

今
冬
ま
で
に
導
入
へ

エ
ア
コ
ン
も
具
体
的
検
討

市
管
理
ブ
ロ
ッ
ク
塀
点
検

３３
施
設
で
基
準
不
適
合

撤
去
ま
た
は
改
修
検
討
へ

　

大
阪
北
部
地
震
で
倒
れ

た
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
児

童
が
は
さ
ま
れ
て
死
亡
し

た
事
故
を
受
け
、
赤
穂
市

は
市
管
理
施
設
に
設
置
し

て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
緊

急
点
検
を
実
施
。
２８
日
ま

で
に
点
検
結
果
を
取
り
ま

と
め
、
現
行
の
建
築
基
準

法
が
定
め
る
基
準
に
適
合

し
な
い
塀
が
３３
施
設
で
確

認
さ
れ
た
。
う
ち
３
施
設

は
小
・
中
学
校
だ
っ
た
。

市
は
「
撤
去
あ
る
い
は
改

修
と
い
っ
た
何
ら
か
の
対

応
を
早
急
に
取
り
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

市
危
機
管
理
担
当
に
よ

る
と
、
点
検
は
市
が
管
理

す
る
す
べ
て
の
施
設
４
２

４
カ
所
を
対
象
に
今
月
２２

日
か
ら
２６
日
に
か
け
て
行

っ
た
。
建
築
基
準
法
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
構
造
に
つ
い

て
、
▽
高
さ
２
・
２
㍍
以

下
▽
厚
さ
１５
㌢
以
上
（
高

さ
２
㍍
以
下
の
塀
は
１０
㌢

以
上
）
▽
高
さ
１
・
２
㍍

を
超
え
る
場
合
、
長
さ
３

・
４
㍍
以
下
ご
と
に
控
え

壁
を
設
置
―
な
ど
の
基
準

を
定
め
て
お
り
、
こ
う
し

た
基
準
に
違
反
し
て
い
る

も
の
が
な
い
か
目
視
で
調

べ
た
。

　

そ
の
結
果
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上

げ
た
塀
が
あ
る
施
設
は
７０

施
設
あ
り
、
▽
控
え
壁
の

間
隔
が
基
準
よ
り
も
広
い

（
７
施
設
）
▽
控
え
壁
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
（
２６

施
設
）
が
判
明
し
た
。
市

は
基
準
に
適
合
し
な
い
塀

が
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、

「
昭
和
５６
年
の
基
準
改
正

以
前
に
作
ら
れ
た
塀
が
そ

の
ま
ま
の
構
造
で
残
っ
て

い
た
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で

は
な
い
か
」
と
推
測
。
ま

た
、
ボ
ー
ル
を
当
て
て
遊

ぶ
た
め
の
壁
や
公
衆
ト
イ

レ
の
目
隠
し
壁
な
ど
「
塀

で
は
な
い
と
の
理
由
で
基

準
を
適
用
せ
ず
に
作
っ
た

可
能
性
も
あ
る
」
と
話
し

て
い
る
。

　

市
は
基
準
不
適
合
が
判

明
し
た
壁
に
人
が
近
づ
か

な
い
よ
う
に
バ
リ
ケ
ー
ド

や
看
板
、
張
り
紙
を
設
置

す
る
よ
う
各
所
管
に
指

示
。
今
後
、
現
地
を
詳
し

く
調
べ
て
撤
去
あ
る
い
は

改
修
な
ど
の
対
応
を
検
討

す
る
。
市
は
「
現
時
点
で

は
施
設
名
の
公
表
は
差
し

控
え
る
」（
危
機
管
理
担

当
）
と
し
て
い
る
。

　

「
明
る
い
豊
か
な
社

会
」
を
目
指
し
て
２０
～
４０

歳
の
会
員
で
活
動
す
る
赤

穂
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）

の
創
立
５５
周
年
記
念
式
典

が
２３
日
、
加
里
屋
中
洲
の

赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

あ
り
、
会
員
と
Ｏ
Ｂ
、
来

ひ
ん
な
ど
計
約
５０
人
が
出

席
し
て
節
目
を
祝
っ
た
。

　

赤
穂
Ｊ
Ｃ
は
昭
和
３９
年

に
全
国
２
７
９
番
目
の
青

年
会
議
所
と
し
て
発
足
。

「
奉
仕
・
修
練
・
友
情
」

を
信
条
に
会
員
研
修
や
青

少
年
育
成
事
業
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

創
作
踊
り
「
で
え
し
ょ

ん
」、
赤
穂
城
跡
の
「
天

守
閣
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
っ
た
各
種
事
業

を
主
催
し
た
。 

　

式
典
で
山
本
真
一
・
第

５５
代
理
事
長
（
３８
）
は

「
団
体
と
し
て
成
長
し
て

こ
れ
た
の
は
地
域
、
行
政

な
ど
の
理
解
と
支
援
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
あ
い

さ
つ
。「
５５
年
と
い
う
歴

史
を
胸
に
刻
み
、
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。（
写

真
は
鏡
開
き
で
節
目
を
祝

っ
た
赤
穂
Ｊ
Ｃ
の
創
立
５５

周
年
記
念
祝
賀
会
）

た
。

　

明
石
元
秀
市
長
は
２５
日

の
市
議
会
定
例
会
で
前
川

弘
文
議
員
の
「（
ス
ト
ー

ブ
を
）
今
年
の
冬
に
間
に

合
う
よ
う
に
設
置
し
て
ほ

し
い
」
と
の
一
般
質
問
に

対
し
、「
未
設
置
の
普
通

教
室
に
今
年
の
冬
に
間
に

合
う
よ
う
に
設
置
を
進
め

た
い
」
と
答
弁
し
た
。
ま

た
、
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

は
「
導
入
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
よ
り
適
切
な

導
入
形
態
、
費
用
及
び
時

期
な
ど
を
小
中
学
校
の
長

寿
命
化
計
画
の
個
別
施
設

計
画
の
策
定
と
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
く
」
と
答
え

た
。

　

市
長
答
弁
を
受
け
て
市

教
委
総
務
課
は
「
必
要
な

ス
ト
ー
ブ
の
台
数
を
確
認

し
、
補
正
予
算
を
計
上
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

食
品
衛
生
協
会
の

平
成
３０
年
度
表
彰

　

赤
穂
食
品
衛
生
協
会
は

平
成
３０
年
度
の
食
品
衛
生

功
労
者
、
優
良
施
設
な
ど

を
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
。

表
彰
さ
れ
る
の
は
次
の
と

お
り
。
敬
称
略
。 

　

▽
食
品
衛
生
功
労
者
＝

藤
田
秀
行
▽
食
品
衛
生
優

良
指
導
員
＝
西
中
正
人
▽

食
品
衛
生
優
良
施
設
＝
廻

鮮
寿
し　

た
い
の
鯛
赤
穂

店
、
ボ
ン
マ
ル
シ
ェ
上
郡

店
、
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
▽
食

品
衛
生
優
良
従
事
者
＝
米

田
浩
二
（
加
藤
産
業
上
郡

工
場
）
山
形
美
和
（
同
）

赤
穂
市
最
高
齢
者
の

原
田
そ
の
さ
ん
死
去

　

赤
穂
市
最
高
齢
者
の
原

田
そ
の
さ
ん
が
６
月
２２

日
、
西
有
年
の
自
宅
で
老

衰
の
た
め
亡
く
な
っ
た
。

１
１
０
歳
。

　

赤
穂
市
は
平
成
２９
年
度

末
時
点
の
人
口
統
計
を
２６

日
に
発
表
。
前
年
度
末
か

ら
人
口
、
世
帯
数
と
も
減

少
し
、
少
子
高
齢
化
が
進

ん
だ
。

　

統
計
に
よ
る
と
、
総
人

口
は
４
万
８
１
７
７
人

（
前
年
度
末
比
６
１
１
人

減
）
で
１６
年
連
続
の
マ
イ

ナ
ス
。
出
生
数
か
ら
死
亡

数
を
引
い
た
自
然
増
減

（
３
３
７
人
減
）、
転
入

か
ら
転
出
を
引
い
た
社
会

増
減
（
２
７
４
人
減
）
と

い
ず
れ
も
減
少
し
た
。
世

帯
数
は
２
万
０
４
１
２
世

帯
（
同
１５
世
帯
減
）
で
２

年
続
け
て
減
っ
た
。

　

年
代
別
人
口
で
は
、
１５

歳
未
満
が
５
７
０
５
人
で

前
年
か
ら
２
０
３
人
減
少

し
た
一
方
、
６５
歳
以
上
は

１
２
２
人
増
加
し
て
１
万

５
０
８
６
人
と
な
っ
た
。

　

地
区
別
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
地
区
で
人
口
が
減
少

す
る
中
、
坂
越
地
区
が
唯

一
増
加
に
転
じ
た
。
区
画

整
理
地
で
住
宅
の
新
築
が

進
ん
だ
要
因
が
考
え
ら
れ

る
。
世
帯
数
は
坂
越
と
赤

穂
、
城
西
が
増
加
し
た
。

（
４
面
に
表
）

　

新
田
の
日
本
画
家
、
室

井
澄
＝
本
名
・
仁
三
＝
さ

ん（
９８
）が
２２
日
、
赤
穂
市

役
所
を
表
敬
訪
問
。
新
作

「
霊
峰
大
山
」
を
同
市
へ

寄
贈
し
た
。

　

１７
歳
で
絵
画
の
道
に
入

り
、
８０
年
を
超
え
る
画
歴

が
あ
る
室
井
さ
ん
。
大
山

は
最
も
好
む
モ
チ
ー
フ

で
、
描
い
た
作
品
の
数
は

１
０
０
点
を
優
に
上
回

る
。
３
年
前
に
は
鳥
取
県

大
山
町
か
ら
感
謝
状
を
贈

ら
れ
た
。

　

寄
贈
作
品
は
早
暁
の
大

山
を
描
い
た
４０
号
。
峰
の

白
雪
が
神
々
し
く
、
紫
が

か
っ
た
朝
霧
が
作
品
全
体

を
高
貴
な
雰
囲
気
に
包
ん

で
い
る
。
室
井
さ
ん
が
構

想
を
温
め
、
８
年
が
か
り

で
描
き
上
げ
た
渾
身
の
一

作
と
い
う
。

　

室
井
さ
ん
は
昨
年
８
月

に
も
市
役
所
を
表
敬
訪
問

し
、
明
石
元
秀
市
長
に
寄

贈
を
約
束
。
そ
の
後
に
体

調
を
崩
し
て
入
院
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
作
品
を
完

成
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の

日
は
車
椅
子
か
ら
立
っ
て

記
念
撮
影
に
応
じ
、
明
石

市
長
と
元
気
に
握
手
を
交

わ
し
た
。（
写
真
は
渾
身

の
一
作
「
霊
峰
大
山
」
を

赤
穂
市
へ
寄
贈
し
た
室
井

澄
さ
ん
）

つ
い
て
も
設
置
へ
向
け
た

具
体
的
な
検
討
に
入
る
。

　

市
教
委
に
よ
る
と
、
暖

房
器
具
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
の
は
、
市
内
小
・
中

学
校
１５
校
の
う
ち
赤
穂
、

赤
穂
西
、
赤
穂
東
の
３
中

学
校
。
今
年
２
月
に
赤
穂

民
報
が
取
材
し
た
時
点
で

は
「
こ
れ
ま
で
に
学
校
や

保
護
者
か
ら
の
要
望
は
な

い
」「
要
望
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
一
度
に
配
備
す

る
こ
と
は
予
算
的
に
難
し

い
の
で
は
な
い
か
」（
市

教
委
総
務
課
）
と
の
見
解

を
示
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
文
部
科
学

省
は
今
年
４
月
、
学
校
環

境
衛
生
基
準
に
定
め
る
教

室
の
「
望
ま
し
い
環
境
」

に
つ
い
て
、
従
来
の
「
気

温
１０
～
３０
度
」
か
ら
「
気

温
１７
～
２８
度
」
に
改
正
し

　

赤
穂
市
内
の
一
部
の
中

学
校
で
教
室
に
暖
房
器
具

が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
赤
穂
市
は

今
冬
ま
で
に
ス
ト
ー
ブ
を

設
置
す
る
方
針
を
固
め

た
。
ま
た
、
夏
場
の
暑
さ

対
策
と
し
て
エ
ア
コ
ン
に

の
立
場
で
今
年
３
月
か
ら

署
名
活
動
を
実
施
し
て
お

り
、
遠
山
寛
町
長
が
「
日

程
の
都
合
が
つ
け
ば
、

（
署
名
提
出
に
同
行
す

る
）
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は

な
い
」
と
表
明
。
明
石
市

長
は
同
会
の
署
名
活
動
が

正
式
に
始
ま
る
前
の
今
月

１
日
の
時
点
で
は
「（
署

名
提
出
に
同
行
す
る
か
ど

う
か
は
）
わ
か
ら
な
い
。

仮
定
の
話
に
は
答
え
ら
れ

な
い
」
と
態
度
を
明
ら
か

に
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
こ
に
き
て
遠
山
町
長
と

歩
調
を
合
わ
せ
た
形
だ
。

　

市
長
答
弁
に
つ
い
て
沖

会
長
は
「
市
の
ト
ッ
プ
が

署
名
を
重
く
受
け
止
め
て

く
れ
る
こ
と
は
我
々
に
と

っ
て
大
き
な
力
に
な
る
」

と
歓
迎
し
た
。

　

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
反
対
赤
穂
市
民
の

会
（
会
長
＝
沖
知
道
・
赤

穂
市
自
治
会
連
合
会
長
）

が
今
月
か
ら
開
始
し
た
署

名
活
動
に
つ
い
て
、
明
石

元
秀
市
長
は
２５
日
、
署
名

提
出
に
同
行
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
表
明
し

た
。

　

明
石
市
長
は
同
日
の
定

例
会
本
会
議
で
の
一
般
質

問
で
田
渕
和
彦
議
員
か
ら

の
「
産
廃
反
対
署
名
が
集

ま
れ
ば
、
市
民
の
会
と
県

に
同
行
す
る
の
か
」
と
の

問
い
に
、「
計
画
に
対
す

る
市
民
の
不
安
や
思
い
は

重
く
受
け
止
め
て
い
る
」

と
し
た
上
で
、「
そ
れ
が

署
名
活
動
で
示
さ
れ
れ

ば
、
提
出
に
同
行
す
る
こ

と
に
は
何
ら
問
題
は
な
い

と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁

し
た
。

　

同
会
は
今
月
中
旬
か
ら

３
万
筆
を
目
標
に
署
名
活

動
を
ス
タ
ー
ト
。
自
治
会

の
組
織
網
を
軸
に
署
名
を

集
め
、
早
け
れ
ば
７
月
中

旬
に
も
許
可
権
者
の
兵
庫

県
知
事
へ
の
提
出
を
目
指

し
て
い
る
。

　

同
計
画
を
め
ぐ
っ
て

は
、
上
郡
町
内
の
自
治
会

と
住
民
グ
ル
ー
プ
で
組
織

す
る
「
上
郡
産
廃
問
題
対

策
協
議
会
」
も
計
画
反
対

本
学
・
姫
路
市
議
の
仲
介

で
姫
路
市
役
所
で
行
わ

れ
、
赤
穂
と
上
郡
か
ら
役

員
５
人
が
出
席
。
家
島
町

坊
勢
地
区
連
合
自
治
会
の

小
林
一
春
会
長
と
面
談
し

た
。
出
席
者
に
よ
る
と
、

小
林
会
長
は
「
産
廃
処
分

場
は
一
つ
認
め
る
と
際
限

な
く
次
々
と
計
画
し
て
い

く
も
の
な
の
で
決
し
て
認

め
て
は
な
ら
な
い
」
と
の

考
え
な
ど
を
示
し
、
自
治

会
と
し
て
計
画
に
反
対
す

る
意
思
を
表
明
す
る
た
め

に
、
姫
路
市
長
に
文
書
を

提
出
す
る
予
定
が
あ
る
こ

と
を
明
か
し
た
と
い
う
。

　

会
談
後
に
は
今
里
朱
美

議
長
に
も
面
会
し
、
運
動

に
対
す
る
激
励
を
受
け

た
。「
市
民
の
会
」
の
沖

知
道
会
長
（
赤
穂
市
自
治

会
連
合
会
長
）
は
「
家
島

の
み
な
さ
ん
も
計
画
に
強

い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
水
源

の
安
全
性
を
守
る
た
め

に
、
計
画
阻
止
へ
向
け
て

今
後
も
連
携
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　

千
種
川
の
上
流
部
で
計

画
が
あ
る
産
廃
最
終
処
分

場
建
設
の
阻
止
に
向
け

て
、
同
川
を
上
水
道
の
水

源
と
す
る
住
民
同
士
で
地

域
を
越
え
た
連
携
を
図
ろ

う
と
、「
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
建
設
反
対
赤
穂

市
民
の
会
」
と
「
上
郡
産

廃
問
題
対
策
協
議
会
」
は

２６
日
、
姫
路
市
家
島
町
の

自
治
会
役
員
と
会
談
。
今

後
も
相
互
に
連
携
し
て
活

動
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。

　

家
島
町
の
上
水
道
は
昭

和
５９
年
に
完
成
し
た
海
底

送
水
管
で
赤
穂
市
か
ら
供

給
さ
れ
て
お
り
、
水
源
と

な
る
千
種
川
の
水
質
に
は

関
心
が
高
い
。
西
有
年
の

山
林
で
東
洋
開
発
工
業
所

（
大
阪
府
豊
能
町
）
が
計

画
し
て
い
る
産
廃
最
終
処

分
場
の
予
定
地
は
取
水
口

の
上
流
部
に
あ
た
り
、
２

年
前
に
上
郡
の
市
民
団
体

が
実
施
し
た
反
対
署
名
活

動
に
も
多
く
の
町
民
が
署

名
し
た
。

　

会
談
は
同
町
在
住
の
坂

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

赤穂ＪＣが創立５５周年

「
産
廃
反
対
」署
名
提
出
に

明
石
市
長「
同
行
も
」



赤 穂 民 報 毎週土曜日発行 （2）
　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」か

ら
の
お
知
ら
せ
＝
寝
た
き

り
の
人
、病
気
等
の
た
め

に
足
を
運
べ
な
い
人
、男

性
も
可
。赤
穂
市
内
、隅
か

ら
隅
ま
で
出
張
し
ま
す
。

遠
方
も
可（
無
定
休
）◎
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
取

得
し
て
い
ま
す
。塩
屋
２

６
１
の
９
☎
４２
・
９
０
６

８
、
☎
０
９
０
・
３
４
９
・

２
８
６
８
４　

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」加
里
屋
中
洲
・
白
十
字

西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
で
す
。気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。「
㈲
坂
元
鈑
金

塗
装
」細
野
町
☎
４３
・
９
０

１
０

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
ふ
す
ま
、障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
全
身（
８０
分
）

４
０
０
０
円
。
局
所（
６０

分
）３
５
０
０
円
。診
療
時

間
１０
時
～
１９
時（
要
予
約
・

送
迎
可
）。休
診
日（
金
曜

日
）。は
り
・
灸
・
指
圧
・
マ

ッ
サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」

鷆
和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
何
で
も
し
ま
す
喜
ん

で
貴
方
の
お
手
伝
い
致
し

ま
す
＝
○
リ
フ
ォ
ー
ム
／

台
所
等
の
水
回
り
、プ
チ

改
修
、雨
も
り
修
理
等
○

便
利
屋
／
片
付
け
、家
財

処
分
、引
越
、剪
定
、草
刈
、

中
古
車
修
理
、鍵
取
付
。見

積
無
料
。「
愛
サ
ポ
ー
ト
」

御
崎
☎
４２
・
４
１
１
７

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
４
０
円
○
平

常
価
格
４
３
２
円（
ド
ラ

イ
物
の
み
、特
殊
品
は
除

く
）→
会
員
価
格
３
２
４

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」加
里
屋
☎
４３
・
３
９

３
３

　

▼
留
袖・モ
ー
ニ
ン
グ

ペ
ア
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＝

レ
ン
タ
ル
留
袖
＋
モ
ー
ニ

ン
グ
２
万
円（
税
別
）。さ

ら
に
着
付
無
料
ま
た
は
カ

ッ
タ
ー
レ
ン
タ
ル
無
料
。

お
得
な
ペ
ア
割
は
８
月
３１

日
ま
で
に
御
成
約
の
方
限

定
。「
イ
ダ
貸
衣
裳
店
」加

里
屋
４３
の
１２
☎
４３
・
４
３

５
６

　

▼
タ
ロ
ッ
ト
占
い
＝
イ

ベ
ン
ト
、喫
茶
店
、ス
ナ
ッ

ク
な
ど
に
出
張
し
ま
す
。

１
回
２
千
円
、学
生
５
０

０
円
。
予
約
制（
当
日
Ｏ

Ｋ
）○
空
き
店
舗
探
し
て

い
ま
す
。条
件
は
電
話
で
。

☎
０
９
０
・
５
８
９
３
・
２

５
９
１（
さ
き
み
）

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す
＝
金
、プ
ラ

チ
ナ
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す
。

石
取
れ
、切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
。
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す
。「
安
則

商
店
」☎
４３
・
４
７
４
５

　

▼
い
つ
も
お
世
話
に
な

り
ま
す
＝
７
月
・
８
月
は

高
温
の
た
め
お
休
み
致
し

ま
す
。
９
月
は
外
気
温
を

見
て
営
業
を
再
開
し
た
い

と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。赤
穂

駅
の
鯛
焼「
大
阪
屋
」☎
０

８
０
・
１
９
０
８
・
０
０
１

６
　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
本
日
・
明
日

と
初
夏
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

セ
ー
ル
、植
物
半
額（
一
部

対
象
外
商
品
あ
り
ま
す
）

値
下
げ
奉
仕
品
も
多
数
ご

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い

ね
。１７
時
ま
で
。
７
月
・
８

月
は
木
曜
定
休
と
な
り
ま

す
。ブ
ロ
グ
、フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

も
見
て
ね
。「
㈲
米
口
グ
リ

ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津

☎
４６
・
８
０
０
１

　

▼「
ラ・
セ
ー
ヌ
」か
ら

の
お
知
ら
せ
＝
本
日
３０
日

（
土
）『
ス
フ
レ
タ
イ
プ
の

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
』（
１５
㌢
）

を
１
０
８
０
円
に
て
販
売

し
て
お
り
ま
す
。こ
の
機

会
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
営
）
９
時
半
～
１８

時
半
。駅
前（
商
議
所
北
）

☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
モ
ー
ニ
ン
グ
は
じ
め

ま
し
た
＝
８
時
３０
分
～
１１

時
３０
分
は
税
込
５
０
０
円

で
選
べ
る
Ａ
・
Ｂ
セ
ッ
ト

の
ド
リ
ン
ク
付
（
パ
ン
も

手
作
り
な
の
で
売
り
切
れ

た
ら
終
了
し
ま
す
）。
１０

時
か
ら
は
甘
味
や
デ
ザ
ー

ト
が
召
し
上
が
れ
ま
す
◎

自
家
製
シ
ロ
ッ
プ
の
ふ
わ

ふ
わ
か
き
氷
ス
タ
ー
ト
で

す
。『
完
熟
黄
金
梅
』
な

ど
季
節
の
味
も
ど
う
ぞ
。

「
さ
ん
ぽ
う
穀
ワ
リ
ー
」

御
崎
☎
４２
・
５
１
５
５

　

▼
気
と
ツ
ボ
の
健
康
講

演
会
＝
病
気
に
な
ら
ず
元

気
に
生
き
る
た
め
の
気
と

ツ
ボ
と
癒
し
の
話
で
す
。

７
月
８
日（
日
）１０
時
～
１１

時
半
。赤
穂
市
民
会
館
２

階
第
一
会
議
室
○
赤
穂
元

気
に
な
ろ
う
会
／
気
と
ツ

ボ
と
丹
田
呼
吸
法
を
共
に

学
び
ま
し
ょ
う
。
７
月
８

日（
日
）１３
時
半
～
１５
時
。

３
階
和
室
。参
加
無
料
。健

康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
。

☎
０
９
０
・
９
７
７
９
・
０

４
９
０（
祷と

う

慈じ

）

　

▼
心
配
ご
と
相
談
所
の

お
知
ら
せ（
７
月
の
各
水

曜
日
）＝
○
一
般
相
談
４

日
、１１
日
、２５
日
○
弁
護
士

相
談
１８
日
○
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
相
談
４
日
、２５
日
※

い
ず
れ
も
福
祉
会
館
１
階

で
１３
～
１７
時
。相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
。「
赤
穂
市
社
会

福
祉
協
議
会
」中
広
☎
４２
・

１
３
９
７

　

▼
ス
イ
レ
ン
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
＝
植
木
鉢
２

～
３
鉢
入
り
の
箱
が
４

～
５
箱
あ
り
ま
す
。水
を

受
け
る
入
れ
物
を
持
参
く

だ
さ
い
。南
宮
町
７
の
７

☎
０
９
０
・
８
８
８
４
・
２

４
６
８（
水
・
土
・
日
、他
の

日
は
１７
時
以
降
）

　

▼
輪
越
し
ま
つ
り
＝
一

年
の
半
分
に
当
た
る
日
に

残
り
半
年
の
無
病
息
災
を

祈
る
伝
統
行
事
で
す
。
６

月
３０
日（
土
）午
後
７
時
よ

り
斎
行
。
拝
殿
前
に
人
型

を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

住
所
、
名
前
、
年
齢
な
ど

を
記
入
の
上
、
形
代
箱
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。「
赤

穂
大
石
神
社
」
上
仮
屋
☎

４２
・
２
０
５
４

　

▼
金
魚
す
く
い
と
金
魚

の
フ
ェ
イ
ス
＆
ボ
デ
ィ
ペ

イ
ン
ト
＝
７
月
１
日（
日
）

午
前
１０
時
半
か
ら
赤
穂
城

跡
の
武
家
屋
敷
公
園
。
神

戸
市
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
、
キ
タ
イ
ミ
コ
ト

さ
ん
に
よ
る
ペ
イ
ン
ト
祭

（
先
着
３０
名
様
無
料
）。

金
魚
す
く
い
は
小
学
生
以

下
ポ
イ
３
枚
無
料
。「
穂

竜
愛
好
会
」
☎
０
９
０
・

５
６
６
７
・
８
７
８
８

　

▼
矢
野
博
之
「
静
寂
・

写
真
展
」
開
催
＝
作
品
数

８
点
。
７
月
２
日
（
月
）

～
２６
日（
木
）１０
時
～
１６
時

（
金
土
日
休
み
）。「
高
瀬

舟
」
坂
越
公
民
館
隣
☎
４８

・
７
１
２
２

　

▼「
対
鴎
舘
」＝
○
浴
場

清
掃
／
９
時
～
１２
時
。時

給
８
５
０
円
○
フ
ロ
ン
ト

事
務
／
８
時
～
１７
時（
相

談
可
）。時
給
９
１
０
円
○

接
客
係
／
７
時
～
１０
時

３０
分
、１５
時
～
２０
時
３０
分
。

時
給
９
５
０
円
○
寝
具
係

／
１８
時
～
２１
時
。時
給
８

５
０
円
。６０
代
の
方
も
歓

迎
。御
崎
☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
正
社
員・
パ
ー
ト
募

集（
保
険
完
備
）＝
接
客
係

（
正
社
員
）１３
時
半
～
２２

時
。週
休
２
日
制
。月
給
２２

万
円
～
○
当
直
日
給
６
０

０
０
円
～
○
事
務
９
～
１３

時
、１３
～
１７
時
。
９
５
０

円
～
○
接
客
６
～
９
時
、

１５
～
１７
時
。時
給
１
０
０

０
円
～
○
清
掃
９
時
半
～

１４
時
半
。時
給
９
０
０
円

～
○
風
呂
清
掃
９
～
１２

時
。時
給
９
０
０
円
～
○

布
団
敷
１８
～
２１
時
、洗
い

場
１９
～
２３
時
。時
給
８
５

０
円
～
。「
銀
波
荘
」御
崎

☎
４５
・
３
３
５
５

　

▼
正
社
員
・
美
容
師
募

集
＝
明
る
く
元
気
な
方
歓

迎
。
給
与
１６
万
円
～
＋
手

当
あ
り
。月
８
休（
シ
フ
ト

制
）。年
に
１
回
の
社
内
旅

行（
２
年
に
１
回
海
外
）も

あ
り
福
利
厚
生
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。「
カ
ー
ム

チ
ェ
ア
」塩
屋
☎
４３
・
３
７

７
８（
山
下
）

　

▼「
焼
肉　
釜
山
」パ
ー

ト・
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
＝

接
客
と
洗
い
物
の
仕
事
で

す
。金
土
日
の
１８
～
２２
時

（
時
間
変
動
あ
り
）。時
給

１
０
０
０
円
～
。丁
寧
に

指
導
し
ま
す
。朝
日
町
☎

４２
・
９
１
１
７
、☎
０
８
０

・
３
８
８
６
・
４
１
５
６

　
▼
平
日
の
昼
間
の
み
で

も
Ｏ
Ｋ
。
Ｗ
ワ
ー
ク
も
歓

迎
＝
曜
日
・
時
間
帯
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
①
調

理
補
助
、調
理
見
習
い
。９

～
１４
時
。１７
～
２１
時
。週
４

～
５
日
程
度（
柴
田
）②
イ

タ
リ
ア
ン
ト
マ
ト
カ
フ
ェ

赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
店

／
女
性
活
躍
の
職
場
で

す
。８
～
２１
時
、週
３
～
６

日
程
度
③
レ
ス
ト
ラ
ン
宴

会
サ
ー
ビ
ス
／
１０
～
１４

時
。１７
～
２１
時
。１０
～
２１
時

（
４
～
８
時
間
程
度
）。週

３
～
６
日
程
度（
阪
本
）※

い
ず
れ
も
シ
フ
ト
制
、時

給
８
４
４
円
。各
職
場
制

服
貸
与
、交
通
費
支
給
。食

事
補
助
・
休
憩
あ
り
。３
カ

月
研
修
期
間
あ
り
。高
校

生
不
可
。「
赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
」加
里
屋
中
洲
☎

４２
・
１
０
０
１

　

▼
ケ
ー
キ
販
売
・
喫
茶

業
務
＝
平
日
２
日（
１３
時

～
１６
時
３０
分
）と
土
日
い

ず
れ
か
１
日（
１０
時
～
１６

時
３０
分
）の
週
３
日
。時
給

８
４
５
円（
土
日
祝
５０
円

Ｕ
Ｐ
）。交
通
費
一
部
給
。

希
望
休
シ
フ
ト
制
。「
さ

ん
ぽ
う
穀
ワ
リ
ー
」
御
崎

☎
４２
・
５
１
５
５

　

▼
坂
越・
月
極
駐
車
場

＝
○
１
カ
月
３
０
０
０
円

○
場
所
／
砂
子
１
２
３
の

１
（
花
み
ず
き
近
く
）。詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。☎
４８
・
８
６
６
１
（
花

み
ず
き
・
高
橋
）

　

▼
不
動
産
情
報（
仲
介
）

＝
物
件
の
詳
細
は
弊
社
ま

で
御
連
絡
く
だ
さ
い【
売

土
地
】①
上
仮
屋
南（
角

地
）約
１
６
８
㎡
１
２
７

０
万
円
②
加
里
屋
中
洲
５

丁
目（
角
地
）約
１
４
８
㎡

１
２
０
０
万
円
③
農
神
町

１
６
１
㎡
１
０
０
０
万

円
④
浜
市（
区
画
整
理
内
）

１
４
７
㎡
６
６
７
万
円

⑤
浜
市（
区
画
整
理
内
④

の
隣
地
・
角
地
）１
３
５
㎡

６
５
３
万
円
⑥
北
野
中
約

１
４
９
㎡
５
０
０
万
円

【
中
古
住
宅
】○
中
広
／
土

地
約
１
３
２
㎡
、居
宅
延

床
約
１
２
５
㎡
未
登
記

有
、倉
庫
部
分
解
体
８
０

０
万
円
○
寿
町
／
土
地
約

１
８
７
㎡
、居
宅
約
１
０

１
㎡
＋
未
登
記
約
３
㎡

１
２
０
０
万
円【
賃
貸
】○

３
Ｄ
Ｋ
／
磯
浜
町
５
万
円

駐
車
場
２
台
付
、塩
屋
５

万
円
駐
車
場
１
台
付
○
１

Ｋ
単
身
用
も
各
所
あ
り
。

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。兵

庫（
６
）５
５
０
０
７
９
号

「
ラ
ン
ド
・
ワ
ー
ク
ス
」城

西
町
☎
４５
・
２
９
７
７

　

▼「
関
西
住
建
㈱
赤
穂

支
店
」不
動
産
仲
介
物
件

求
む
＝
無
料
査
定
。秘
密

厳
守
。お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。土
地
・
中
古
住

宅
等
不
動
産
に
関
す
る
ご

相
談
は
当
社
ま
で【
土
地

情
報
】す
べ
て
建
築
条
件

な
し
○
片
浜
町
約
５５
坪
９

５
０
万
円（
２
区
画
）○
磯

浜
町
約
６４
坪
１
０
２
５
万

円
ほ
か
２
区
画
○
ガ
ー
デ

ン
コ
ー
ト
塩
屋
約
４５
坪
８

６
１
万
円
ほ
か
○
朝
日

町
、南
宮
町
、平
成
町
、板

屋
町
、南
野
中
、砂
子
に
も

物
件
あ
り
◎
黒
崎
町
に
事

業
用
定
期
借
地
あ
り
。
３

５
９
坪
、月
１７
万
９
６
０

０
円
。事
務
所
・
店
舗
に
最

適
。兵
庫
県
知
事（
１０
）
５

０
０
０
６
２
号
。加
里
屋

駅
前
町
４８
の
２
☎
４６
・
１

７
１
７

　

▽
７
月
１
日
＝
黒
田
医

院（
元
沖
町
２
の
５１
）☎
４３

・
５
２
１
０　
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点
で
『
子
育
て
す
る
な
ら

赤
穂
で
』
と
Ｐ
Ｒ
し
て
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。
１
歳

４
カ
月
児
を
連
れ
て
任
命

式
に
参
加
し
た
塩
屋
の
小

林
知
里
さ
ん（
２７
）は
「
子

ど
も
を
育
て
る
よ
う
に
な

っ
て
初
め
て
赤
穂
の
良
さ

に
気
付
い
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒

に
楽
し
み
な
が
ら
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

話
し
た
。（
写
真
は
「
あ

こ
う
子
育
て
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
」
の
任
命
式
）

　
▼
…
本
に
第
二
の
人

生
、
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
＝

保
存
期
間
の
過
ぎ
た
蔵
書

な
ど
を
無
料
で
市
民
に
提

供
す
る
図
書
リ
サ
イ
ク
ル

が
２３
日
、
中
広
の
赤
穂
市

立
図
書
館
で
あ
り
大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
同
館
は
平
成
１４
年
に
移

転
新
築
し
て
か
ら
１６
年

目
。
収
容
可
能
な
蔵
書
量

の
２０
万
冊
を
超
え
た
た

め
、
重
複
し
て
所
蔵
す
る

文
庫
本
や
保
存
期
間
を
超

過
し
た
白
書
な
ど
約
２
６

０
０
冊
を
処
分
す
る
こ
と

に
。
雑
誌
以
外
で
は
初
め

て
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し

た
。

　
会
場
の
１
階
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
は
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に

本
を
仕
分
け
し
た
段
ボ
ー

【
マ
イ
ホ
ー
ム
】

　
私
た
ち
の
な
か
に
、
は

た
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
で
く

ら
し
て
い
る
人
が
何
人
い

る
で
し
ょ
う
か
？

　
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
日

本
人
の
住
居
が
「
う
さ
ぎ

小
屋
」
と
い
う
言
葉
で
表

現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

マ
イ
ホ
ー
ム
の
議
論
が
高

ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
絵
本
は
、
ベ
ル
ギ

ー
に
住
む
カ
メ
ル
ー
ン

（
ア
フ
リ
カ
）
の
家
族
が

周
囲
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
、
か
つ
て
住
ん
で
い
た

土
の
家
を
建
て
る
の
で

す
。

　
私
は
、「
家
」
と
は
何

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
ま
し
た
。「
家
」
と
は

ル
箱
が
ず
ら
り
。
夫
婦
と

子
ど
も
２
人
で
来
場
し
た

加
里
屋
の
主
婦（
３８
）は

「
目
当
て
に
し
た
絵
本
は

な
か
っ
た
で
す
が
、
た
く

さ
ん
の
中
か
ら
本
を
選
べ

て
楽
し
い
」
と
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
な
ど
数
冊
を
ゲ

ッ
ト
。
絵
画
収
集
が
趣
味

と
い
う
東
有
年
の
男
性

（
７０
）は
美
術
年
鑑
９
冊
を

手
に
入
れ
、「
大
収
穫
で

す
」
と
う
れ
し
そ
う
だ
っ

た
。

　
同
館
は
「
お
そ
ら
く
来

年
以
降
も
図
書
リ
サ
イ
ク

ル
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
話
し
て
い
る
。

（
写
真
は
大
勢
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
っ
た
図
書
リ
サ

イ
ク
ル
）

何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　

そ
の
答
え
を
求
め
て
、
自

分
の
思
い
を
実
現
し
た
ア

フ
リ
カ
の
家
族
に
心
か
ら

拍
手
を
送
り
た
い
で
す
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
『
か
き
ね
の
む
こ
う
は

ア
フ
リ
カ
』
○
文
／
バ
ル

ト
・
ム
イ
ヤ
ー
ル
ト
○
絵

／
ア
ン
ナ
・
ヘ
グ
ル
ン
ド

○
訳
／
佐
伯
愛
子
○
ほ
る

ぷ
出
版

ポ
リ
オ
撲
滅

盲
導
犬
育
成

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　
感
染
症
の
ポ
リ
オ
撲

滅
、
盲
導
犬
育
成
の
支
援

を
目
的
に
し
た
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
７
月

１６
日（
月
・
祝
）、赤
穂
カ
ン

ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ

れ
る
。
主
催
団
体
が
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
フ
リ
ー
ダ
ム
」（
井

本
学
明
代
表
）
と
盲
導
犬

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
実
行
委
員

会
（
郷
司
耕
平
代
表
）
の

共
催
で
今
年
で
１８
回
目
。

　
タ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で

１
位
か
ら
３
位
と
飛
び

賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
な
ど
を

表
彰
す
る
。
会
費
３
０
０

０
円
（
募
金
１
０
０
０
円

含
む
、
プ
レ
ー
費
は
各
自

負
担
）。
７
月
３
日（
火
）

ま
で
２０
組
を
受
付
。☎
４３
・

３
１
１
１（
赤
穂
Ｃ
Ｃ
）。

第
１
５
８
回
西
日
本

珠
算
段
位
試
験
結
果

　〔
珠
算
〕▽
４
段
＝
村
上

く
ら
ら（
上
郡
中
１
）▽
初

段
＝
小
野
七
海
（
赤
穂
中

１
）
▽
準
段
＝
樽
家
実
来

（
城
西
小
６
）
高
宮
若
菜

（
上
郡
中
１
）〔
暗
算
〕▽
５

段
＝
村
上
く
ら
ら
（
上
郡

中
１
）
▽
４
段
＝
佐
藤
悠

稀（
県
立
大
附
中
３
）▽
３

段
＝
四
井
晴
琉
（
赤
穂
西

中
２
）
▽
２
段
＝
中
村
壮

佑（
赤
穂
中
２
）高
宮
若
菜

（
上
郡
中
１
）▽
初
段
＝
牛

尾
夏
輝（
塩
屋
小
６
）▽
準

段
＝
樽
家
実
来（
城
西
小

６
）野
村
華
恵
（
赤
穂
中

２
）

　
▼
…
「
感
じ
て
伝
え

て
」
プ
ロ
が
吹
奏
楽
指
導

＝
交
響
楽
団
員
が
中
学
生

に
演
奏
技
術
を
教
え
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
プ
ロ
か

ら
学
ぼ
う
　
み
ん
な
の
吹

奏
楽
教
室
」
が
２４
日
、
中

広
の
赤
穂
市
文
化
会
館
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
あ

り
、
生
徒
約
６５
人
が
参
加

し
た
。

　
前
日
に
同
ホ
ー
ル
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
山
形

交
響
楽
団
の
首
席
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
奏
者
、
井
上
直
樹

さ
ん（
４９
）ら
５
人
を
講
師

に
迎
え
、
赤
穂
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
（
杉
山
匡
行
会

長
）
が
主
催
。
赤
穂
中
と

赤
穂
西
中
の
２
校
か
ら
吹

奏
楽
部
員
が
参
加
し
た
。

　
講
師
ら
は
ホ
ル
ン
、
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど
担
当
す

る
楽
器
ご
と
に
パ
ー
ト
指

導
。
実
際
に
手
本
を
聴
か

せ
な
が
ら
「
メ
ロ
デ
ィ
ラ

イ
ン
に
寄
り
添
う
よ
う

に
」「
台
詞
を
話
す
よ
う

な
気
持
ち
で
演
奏
し
よ

う
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
、
生
徒
た
ち
の
演
奏
を

引
き
出
し
た
。「
息
を
し

っ
か
り
吸
っ
て
、
力
ま
ず

に
音
を
出
し
て
み
た
ら
」

と
助
言
さ
れ
た
と
い
う
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
金
礪
真
由

さ
ん（
１４
）＝
赤
穂
西
３
年

＝
は
「
今
ま
で
よ
り
も
楽

に
吹
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
、

両
校
は
練
習
し
た
課
題
曲

を
順
番
に
発
表
。「
短
い

時
間
で
し
た
が
、
す
ぐ
に

吸
収
し
て
く
れ
て
音
が
良

く
な
っ
た
で
す
ね
」
と
井

上
さ
ん
。「
自
分
の
頭
に

あ
る
情
景
を
音
で
人
に
伝

え
る
の
が
音
楽
。『
感
じ

て
伝
え
る
』
と
い
う
こ
と

を
第
一
に
楽
し
く
練
習
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

（
写
真
は
山
形
交
響
楽
団

の
団
員
か
ら
演
奏
技
術
を

教
わ
る
中
学
生
）

お
城
見
な
が
ら

青
空
ヨ
ガ
体
験

　
国
史
跡
の
赤
穂
城
跡
を

会
場
に
、
青
空
の
下
で
体

を
動
か
す
ヨ
ガ
の
体
験
講

習
会
が
７
月
８
日（
日
）に

開
か
れ
る
。

　
市
内
で
ヨ
ガ
教
室
を
開

く
水
間
佳
子
さ
ん
＝
加
里

屋
中
洲
＝
が
企
画
。
城
壁

に
囲
ま
れ
、
緑
の
あ
る
公

園
で
行
う
。
小
学
生
以
上

を
対
象
に
午
前
７
時
半
と

９
時
の
２
ク
ラ
ス
（
各
６０

分
）。
い
ず
れ
も
未
経
験

者
で
も
参
加
で
き
る
内
容

で
実
施
す
る
。

　
参
加
費
５
０
０
円
で
各

回
先
着
２５
人
を
募
集
（
要

予
約
）。
雨
天
時
は
赤
穂

市
民
会
館
で
午
前
９
時
１５

分
か
ら
１
回
に
ま
と
め
て

行
う
。「
空
の
下
で
ヨ
ガ

の
気
持
ち
よ
さ
を
体
験
し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
水
間

さ
ん
。
☎
０
９
０
・
１
２

２
６
・
８
７
３
２
。

る
動
画
作
成
に
も
参
画
す

る
。

　
市
役
所
で
行
わ
れ
た
任

命
式
で
明
石
元
秀
市
長
は

「
み
な
さ
ん
の
感
性
と
視

絵
画
を
楽
し
む
会

が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　
美
術
サ
ー
ク
ル
「
赤
穂

絵
画
を
楽
し
む
会
」（
馬
場

清
幸
会
長
）
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
展
が
中
広
の
赤
穂
市
立

図
書
館
で
７
月
１
日（
日
）

ま
で
開
か
れ
て
い
る
。 

　
講
師
の
田
中
繁
雄
氏
の

賛
助
出
品
を
含
め
て
１８
人

が
「
水
」
を
テ
ー
マ
に
出

品
。
自
由
作
品
を
合
わ
せ

て
７４
点
を
展
示
し
て
い

る
。
午
前
１０
時
〜
午
後
６

時
（
最
終
日
は
４
時
ま

で
）。
出
品
会
員
は
次
の

み
な
さ
ん
。
敬
称
略
。 

　
▽
大
頭
香
代
子
▽
清
水

美
栄
子
▽
金
丸
町
子
▽
苔

縄
恭
子
▽
平
島
松
美
▽
目

木
ま
ゆ
み
▽
田
嶋
有
▽
西

川
美
穂
子
▽
山
本
由
布
子

▽
山
本
照
子
▽
松
本
絹
代

▽
籠
谷
伸
策
▽
入
鹿
英
子

▽
大
嶋
康
彦
▽
籠
正
勝
▽

沖
知
道
▽
馬
場
清
幸

　
子
育
て
世
代
の
目
線
で

ま
ち
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

も
ら
お
う
と
、
赤
穂
市
は

２８
日
、
お
気
に
入
り
の
施

設
や
風
景
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

発
信
す
る
「
あ
こ
う
子
育

て
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
（
大

使
）」
と
し
て
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
６
人
を
任
命
し

た
。

　
赤
穂
市
は
、
移
住
希
望

者
向
け
専
門
誌
が
選
ん
だ

２
０
１
８
年
版
「
住
み
た

い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
」の「
子
育
て
世
代
が
住

み
た
い
田
舎
」
部
門
（
人

口
１０
万
人
未
満
）
で
近
畿

１
位
、
全
国
７
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
。「
子
育
て
し
な

が
ら
気
付
い
た
魅
力
を
視

覚
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ

し
い
」
と
１８
歳
以
下
の
子

ど
も
を
養
育
中
の
２０
〜
４０

代
市
民
を
対
象
に
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
を
公
募
し
た
。

　
任
命
さ
れ
た
６
人
は
市

子
育
て
健
康
課
の
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
月
２
回
程
度

の
ペ
ー
ス
で
投
稿
。
赤
穂

で
子
育
て
す
る
楽
し
さ
や

メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す

ま
ち
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
に
一
役

「
子
育
て
大
使
」を
任
命

イ
ン
ス
タ
で
情
報
発
信

致

　
幼
少
期
の
正
し
い
日
本

語
書
写
習
得
を
目
的
に

「
第
２９
回
赤
穂
民
報
習
字

紙
上
展
」を
開
催
し
ま
す
。

出
品
規
定
は
次
の
と
お
り

で
す
。奮
っ
て
ご
応
募
下

さ
い
。

　
▼
締
め
切
り
＝
平
成
３０

年
７
月
１０
日（
火
）必
着
▼

応
募
方
法
＝
①
半
紙（
天

地
３５
㌢
以
内
×
左
右
２５
㌢

以
内
）を
使
用
②
作
品
に

は
氏
名
の
み
を
記
入
す
る

③
出
品
票
を
切
り
取
り
、

必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

作
品
裏
面
の
右
下
隅
に
は

み
出
さ
な
い
よ
う
に
貼
り

付
け
る（
コ
ピ
ー
し
て
使

用
す
る
か
、裏
写
り
し
な

い
よ
う
に
半
紙
と
出
品
表

の
間
に
白
紙
を
は
さ
ん
で

下
さ
い
）④
応
募
は
赤
穂

市
、相
生
市
、上
郡
町
、日

生
町
に
在
住
の
小
学
校
児

童
と
幼
児
に
限
る
⑤
出
品

は
１
人
１
点
に
限
る
⑥
出

品
規
定
に
違
反
す
る
も
の

は
審
査
し
な
い
⑦
作
品
は

返
却
し
な
い
▼
出
品
料
＝

無
料
▼
審
査
＝
本
紙
が
委

嘱
す
る
諸
先
生
▼
褒
賞
＝

各
部
ご
と
に
特
選
３
点
、

秀
作
３
点
と
努
力
賞
を
審

査
。特
選
、秀
作
に
賞
状
と

メ
ダ
ル
を
授
与（
送
付
は

し
な
い
）▼
作
品
発
表
＝

審
査
後
、赤
穂
民
報
紙
上

で
入
賞
作
品
を
発
表（
努

力
賞
は
氏
名
と
学
校
名
の

み
）。な
お
、掲
載
日
は
未

定
で
す
▼
問
合
せ
先
＝
赤

穂
民
報
習
字
紙
上
展
事
務

局（
〒
６
７
８
・
０
２
３

９
、赤
穂
市
加
里
屋
３９
の

１
、大
島
靖
月
書
道
教
室
）

☎
４３
・
５
５
０
５
、ま
た
は

☎
０
８
０
・
５
３
２
７
・
６

２
４
９
（
電
話
で
の
問
合

せ
は
午
後
４
時
〜
６
時

に
限
る
）▼
応
募
作
品
受

付
＝
事
務
局
の
他
、次
の

書
道
教
室
で
も
受
け
付
け

る
。▽
山
本
蘭
逕（
塩
屋
２

１
７
８
、
☎
４３
・
４
３
８

４
）▽
三
木
友
子（
北
野
中

３
９
７
の
１９
、☎
４３
・
８
７

２
４
）▽
野
勢
白
蘆（
有
年

原
５
４
０
の
２
、☎
４９
・
３

４
２
９
）（
写
真
は
入
賞
者

に
贈
ら
れ
る
メ
ダ
ル
）

赤
穂
民
報
主
催

第
２９
回
習
字
紙
上
展

７
月
１０
日
ま
で
作
品
募
集

　 　

　 　

〈
課
題
〉

【
幼
児
】「
じ
」

【
小
学
１
年
】「
か
く
」

【
同
２
年
】「
あ
こ
う
」

【
同
３
年
】「
日
づ
け
」

【
同
４
年
】「
社
会
」

【
同
５
年
】「
活
字
」

【
同
６
年
】「
知
識
」
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年
＝
①
髙
田
誠
也
（
赤

穂
）
②
山
田
皓
暉
（
同
）

③
尾
崎
月
颯
（
赤
穂
西
）

井
上
晴
矢
（
赤
穂
）
▽
同

3
年
＝
①
林
野
修
大
（
赤

穂
東
）
②
林
野
竜
大

（
同
）
③
土
手
結
矢
（
赤

穂
西
）
矢
竹
歩
夢
（
赤
穂

東
）
▽
個
人
戦
女
子
1
年

＝
①
林
野
百
香
（
赤
穂

東
）
②
松
田
心
（
坂
越
）

▽
同
2
年
＝
①
片
岡
三
咲

（
赤
穂
）
②
松
本
千
穂

（
赤
穂
西
）
③
田
中
唯
月

（
同
）
中
村
咲
琳
（
赤
穂

東
）
▽
同
3
年
＝
①
小
川

琴
美
（
赤
穂
東
）
②
關
理

咲
子
（
同
）
③
山
田
菜
月

（
赤
穂
西
）
鳴
瀧
冴
子

（
赤
穂
）

　

〔
柔
道
〕
▽
団
体
戦
男

子
＝
①
赤
穂
東
Ａ
②
赤
穂

③
赤
穂
東
Ｂ
▽
同
女
子
＝

①
赤
穂
東
Ａ
②
赤
穂
東
Ｂ

▽
個
人
戦
男
子
2
年
＝
①

阪
口
真
心
（
赤
穂
東
）
②

桑
名
日
向
（
赤
穂
西
）
③

川
島
朋
也
（
赤
穂
）
杉
本

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

▼
…
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

　

▽
男
子
＝
①
川
添
幸
雄

（
備
前
日
生
）
②
樽
井
正

夫
（
同
）
③
河
内
恒
夫

（
よ
し
て
っ
け
ぇ
赤
穂
）

▽
女
子
＝
①
林
八
重
子

（
よ
し
て
っ
け
ぇ
赤
穂
）

②
下
川
妙
子
（
上
郡
）
③

山
本
久
美
江
（
同
）

▼
…
剣
道

　

〔
個
人
戦
〕
▽
小
学
生

２
年
以
下
＝
①
中
濱
史
笠

（
赤
穂
）②
綾
部
颯
人
（
城

西
）
③
山
下
竜
輝（
同
）武

内
鉱
斗
（
塩
屋
）
▽
同
３

年
＝
①
星
川
稟
於
（
城

西
）
②
花
田
璃
胡
（
尾

崎
）
③
吉
松
博
樹
（
赤

穂
）
谷
口
嵩
（
城
西
）
▽

同
４
年
＝
①
西
角
悠
（
尾

崎
）
②
尾
﨑
一
生
（
塩

屋
）
③
佐
古
紅
葉
（
赤
穂

西
）
溝
淵
悠
太
（
御
崎
）

▽
同
５
・
６
年
男
子
＝
①

中
川
翔
貴
（
尾
崎
）
②
長

谷
川
煌
（
同
）
③
片
山
京

優
（
赤
穂
教
室
）
豆
田
昂

翼（
同
）▽
同
５
・
６
年
女

子
＝
①
椎
畑
歩
乃
佳
（
城

西
）
②
髙
田
和
奏
（
赤
穂

教
室
）
③
寺
田
き
ら
り

（
赤
穂
）
小
川
こ
ゆ
き

（
尾
崎
）
▽
中
学
生
男
子

１
年
＝
①
小
川
矩
史
（
赤

穂
東
）
②
米
谷
泰
良（
同
）

③
西
角
昊
（
同
）
時
田
夏

楓
（
同
）
▽
同
２
年
＝
①

髙
田
誠
也
（
赤
穂
）
②
山

田
皓
暉
（
同
）
③
尾
﨑
月

颯
（
赤
穂
西
）
井
上
晴
矢

（
赤
穂
）
▽
同
３
年
＝
①

林
野
修
大
（
赤
穂
東
）
②

林
野
竜
大
（
同
）
③
土
手

結
矢
（
赤
穂
西
）
矢
竹
歩

夢
（
赤
穂
東
）
▽
中
学
生

女
子
１
年
＝
①
林
野
百
香

（
赤
穂
東
）
②
松
田
心

（
坂
越
）
▽
同
２
年
＝
①

片
岡
三
咲
（
赤
穂
）
②
松

本
千
穂
（
赤
穂
西
）
③
田

中
唯
月
（
同
）
中
村
咲
琳

（
赤
穂
東
）
▽
同
３
年
＝

①
小
川
琴
美
（
赤
穂
東
）

②
關
理
咲
子
（
同
）
③
山

田
菜
月
（
赤
穂
西
）
鳴
瀧

冴
子
（
赤
穂
）〔
団
体

戦
〕
▽
小
学
生
低
学
年
＝

①
尾
崎
Ａ
②
赤
穂
西
③
城

西
、
赤
穂
▽
同
高
学
年
＝

①
尾
崎
Ａ
②
赤
穂
教
室
③

赤
穂
西
、
城
西
▽
中
学
生

女
子
＝
①
赤
穂
東
Ａ
②
赤

穂
西
▽
同
男
子
＝
①
赤
穂

東
Ａ
②
赤
穂
東
Ｂ

▼
…
卓
球

　

〔
団
体
戦
〕
▽
一
般
男

子
＝
①
も
も
は
ー
ず
（
圓

尾
和
也
、
水
木
允
孝
、
中

田
圭
祐
、
織
田
麻
由
美
）

②
卓
球
教
室
Ａ
（
山
本
祥

平
、
田
渕
博
也
、
青
山
幸

英
、
織
田
雄
次
）
③
卓
球

教
室
Ｂ
（
山
谷
信
光
、
織

田
廣
雄
、
川
端
國
廣
）
▽

一
般
女
子
＝
①
卓
球
教
室

Ａ
（
坂
本
澄
恵
、
中
村
洋

子
、
旧
林
佳
世
子
、
山
谷

知
佐
子
）
②
フ
ラ
イ
デ
ー

（
守
岡
勝
代
、
山
下
民

代
、
中
本
澄
子
、
前
田
み

つ
よ
）
③
卓
球
教
室
Ｂ

（
村
井
和
枝
、
糟
谷
登
喜

恵
、
山
本
清
美
）
▽
中
学

男
子
＝
①
赤
穂
西
Ｂ
②
赤

穂
西
Ａ
▽
中
学
女
子
＝
①

赤
穂
東
②
赤
穂
西
③
赤

穂
、
有
年
〔
個
人
戦
〕
▽

中
学
男
子
＝
①
中
丁
源
貴

（
赤
穂
西
）
②
横
峯
海
斗

（
同
）
③
笠
井
大
輝

（
同
）
四
井
晴
琉
（
同
）

▽
中
学
女
子
＝
①
中
村
一

葉
（
赤
穂
東
）
②
清
水
実

咲
（
同
）
③
山
内
雛
乃

（
同
）
藤
田
和
花
（
赤
穂

西
）

▼
…
柔
道

　

〔
団
体
戦
〕
①
赤
穂
柔

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
②

塩
屋
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
Ａ
③
赤
穂
Ｙ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ

Ａ
ク
ラ
ブ
、
赤
穂
柔
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ
〔
個
人

戦
〕
▽
幼
稚
園
＝
①
麦
踏

琉
楓
（
赤
穂
）
②
大
道
さ

く
ら
（
同
）
③
池
田
一
賀

（
同
）
嵐
龍
馬
（
同
）
▽

１
年
生
男
女
＝
①
岩
本
燈

（
塩
屋
）
②
後
藤
瑠
叶

（
赤
穂
）
③
石
中
奏
太

（
塩
屋
）
▽
２
年
生
男
子

＝
①
松
田
久
明
（
Ｙ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ａ
）
②
名
倉
秀
虎

（
同
）
③
越
智
奏
太
（
塩

屋
）
▽
２
年
生
女
子
＝
①

北
山
暖
（
赤
穂
）
②
田
渕

莉
子
（
同
）
③
猪
谷
芽
生

（
同
）
後
藤
結
愛
（
同
）

▽
３
年
生
男
女
＝
①
吉
永

翔
空
（
塩
屋
）
②
赤
松
拓

海
（
同
）
③
松
尾
優
輝

（
赤
穂
）
二
六
ゆ
ず
き

（
尾
崎
）
▽
４
年
生
男
子

＝
①
山
根
徹
治
（
赤
穂
）

②
糟
谷
大
梧
（
同
）
③
田

渕
裕
貴
（
同
）
万
代
貴
文

（
上
郡
）
▽
４
・
５
年
生

女
子
＝
①
赤
松
日
和
（
塩

屋
）
②
岩
本
桃
佳
（
同
）

③
竹
内
由
奈
（
Ｙ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ａ
）
井
口
万
葉
（
同
）

▽
５
年
生
男
子
＝
①
馬
場

大
和
（
赤
穂
）
②
越
智
槙

仁
（
塩
屋
）
③
二
六
駿
太

（
尾
崎
）
寺
田
悠
哉
（
塩

屋
）
▽
６
年
生
男
女
＝
①

山
本
由
聖
（
赤
穂
）
②
有

岡
煌
将（
塩
屋
）③
後
藤
麻

彩（
赤
穂
）松
尾
幸
紀（
同
）

▼
…
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

▽
一
般
男
子
＝
①
藤
本

翔
・
太
田
優
生
（
赤
穂
市

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
②

川
端
和
樹
・
軸
原
秀
明

（
赤
穂
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

協
会
・
セ
ル
デ
ア
）
③
前

川
純
也
・
備
生
哲
史
（
赤

穂
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協

会
）
▽
壮
年
・
女
子
混
合

＝
①
湯
元
幸
夫
・
軸
原
秀

明
（
赤
穂
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
協
会
）
②
鞍
谷
精
紀
・

鹿
島
芳
明
（
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
・
赤
穂
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
協
会
）
③
土
佐
孝

英
・
太
田
誠
一
（
赤
穂
市

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽

中
学
男
子
＝
①
安
井
瑛
登

・
藤
原
琉
生
（
赤
穂
東
）

②
樋
口
幹
紘
・
阿
部
正
哉

（
同
）
③
門
家
雄
樹
・
山

田
涼
太
（
赤
穂
西
）
原
田

一
輝
・
藤
哉
斗
（
赤
穂

東
）
▽
中
学
女
子
＝
①
中

川
心
愛
・
廣
井
優
希
（
赤

穂
東
）
②
安
井
一
紗
・
加

藤
真
由
（
坂
越
）
③
遠
藤

穂
乃
果
・
名
田
陽
香
（
赤

穂
）
西
脇
菜
帆
・
小
島
未

早
希
（
赤
穂
東
）
▽
ジ
ュ

ニ
ア
＝
①
亀
井
愛
音
・
豆

崎
利
思
（
城
西
小
３
・
赤

穂
小
３
）
②
西
村
侑
聖
・

清
水
陽
登
（
城
西
小
６
・

塩
屋
小
５
）
③
山
本
一
慶

・
亀
井
愛
羽
（
塩
屋
小
６

・
城
西
小
６
）

▼
…
陸
上

　

〔
中
学
男
子
〕
▽
１
０

０
㍍
＝
①
瀧
上
愛
貴
（
坂

越
）
11
秒
９
②
村
上
洸
士

（
赤
穂
）
③
尾
崎
舜
（
坂

越
）
▽
２
０
０
㍍
＝
①
那

木
大
介
（
赤
穂
）
2６
秒
８

②
山
本
佳
希
（
赤
穂
西
）

③
小
川
拓
海
（
赤
穂
東
）

▽
４
０
０
㍍
＝
①
菊
池
龍

二
（
赤
穂
東
）
５８
秒
４
②

山
田
陽
向
汰
（
赤
穂
）
③

那
木
大
介
（
同
）
▽
８
０

０
㍍
＝
①
藤
本
波
児
（
赤

穂
西
）
２
分
1７
秒
４
②
山

田
陽
向
汰
（
赤
穂
）
③
米

谷
京
一
郎
（
赤
穂
東
）
▽

１
５
０
０
㍍
＝
①
吉
川
新

（
赤
穂
西
）
４
分
3６
秒
７

②
藤
本
波
児
（
同
）
③
谷

友
貴
（
赤
穂
）
▽
３
０
０

０
㍍
＝
①
吉
川
新
（
赤
穂

西
）
1０
分
2４
秒
５
②
西
浦

拓
輝
（
同
）
③
亀
井
満
喜

（
赤
穂
東
）
▽
１
１
０
㍍

Ｈ
＝
①
細
谷
魁
聖
（
赤

穂
）
2０
秒
７
▽
４
０
０
㍍

リ
レ
ー
＝
①
赤
穂
Ａ
（
松

崎
、
村
上
、
那
木
、
藤

原
）
４９
秒
４
②
坂
越
（
瀧

上
、
新
田
、
堂
本
、
尾

崎
）
③
赤
穂
Ｂ
（
山
本
、

細
谷
、
内
田
、
山
田
）
▽

走
幅
跳
＝
①
瀧
上
愛
貴

（
坂
越
）
５
㍍
５3
②
尾
崎

舜
（
坂
越
）
③
宮
地
樂
月

（
赤
穂
東
）
▽
走
高
跳
＝

①
菊
池
龍
二
（
赤
穂
東
）

１
㍍
４５
②
井
石
大
翔

（
同
）
▽
三
段
跳
＝
①
井

石
大
翔
（
赤
穂
東
）
1０
㍍

７６
②
松
本
陽
天
（
同
）
▽

砲
丸
投
＝
①
藤
原
颯
汰

（
赤
穂
）
◎
11
㍍
21
②
山

崎
亮
（
坂
越
）
③
神
原
京

佑
（
赤
穂
東
）
▽
円
盤
投

＝
①
藤
原
颯
汰
（
赤
穂
）

2６
㍍
６８
②
山
崎
亮
（
坂

越
）
③
神
原
京
佑
（
赤
穂

東
）〔
中
学
女
子
〕
▽
１

０
０
㍍
＝
①
上
住
小
夏

（
赤
穂
西
）
13
秒
３
②
中

尾
綾
乃
（
赤
穂
東
）
③
佐

原
愛
佳
（
赤
穂
西
）
▽
２

０
０
㍍
＝
①
上
住
小
夏

（
赤
穂
西
）
2７
秒
５
②
中

尾
綾
乃
（
赤
穂
東
）
③
佐

原
愛
佳
（
赤
穂
西
）
▽
８

０
０
㍍
＝
①
村
下
綺
菜

（
赤
穂
東
）
２
分
23
秒
１

②
前
田
璃
子
（
赤
穂
西
）

③
鵜
崎
佐
希
（
同
）
▽
１

５
０
０
㍍
＝
①
村
下
綺
菜

（
赤
穂
東
）
４
分
５４
秒
７

②
今
門
芹
菜
（
赤
穂
西
）

③
木
下
和
奏
（
赤
穂
東
）

▽
１
０
０
㍍
Ｈ
＝
①
山
脇

千
晶
（
赤
穂
西
）
1８
秒
２

②
岡
野
梓
悠
羽
（
赤
穂

東
）
③
寺
谷
遥
華
（
赤
穂

西
）
▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

＝
①
赤
穂
西
（
寺
谷
、
上

住
、
水
守
、
佐
原
）
◎
５3

秒
５
②
赤
穂
東
（
西
中
、

中
尾
、
岡
野
、
目
木
）
③

赤
穂
Ａ
（
神
田
、
本
庄
、

粟
井
、
小
林
）
▽
走
幅
跳

＝
①
水
守
佑
佳
（
赤
穂

西
）
４
㍍
６８
②
目
木
こ
こ

ろ
（
赤
穂
東
）
③
西
中
沙

良
（
同
）
▽
走
高
跳
＝
①

元
谷
優
希
（
赤
穂
東
）
１

㍍
2０
②
岡
野
梓
悠
羽

（
同
）
▽
砲
丸
投
＝
①
山

脇
千
晶
（
赤
穂
西
）
９
㍍

４５
②
瀧
谷
咲
月
（
赤
穂
）

▽
円
盤
投
＝
①
瀧
谷
咲
月

（
赤
穂
）
23
㍍
７2
〔
一
般

男
子
〕
▽
１
０
０
㍍
＝
①

松
岡
優
（
関
西
福
祉
大

学
）
12
秒
５
▽
２
０
０
㍍

＝
①
大
澤
龍
輝
（
赤
穂
市

陸
協
）
2４
秒
１
▽
８
０
０

㍍
＝
①
栗
林
邦
宣
（
関
西

福
祉
大
学
）
２
分
1０
秒
３

▽
１
５
０
０
㍍
＝
①
田
中

大
生
（
関
西
福
祉
大
学
）

４
分
2９
秒
６
②
阿
南
快

（
同
）
③
尾
上
景
太

（
同
）
▽
砲
丸
投
＝
①
藤

井
将
也
（
関
西
福
祉
大

学
）〔
一
般
女
子
〕
▽
３

０
０
０
㍍
＝
①
小
田
垣
美

沙
（
関
西
福
祉
大
学
）
12

分
０
秒
３

▼
…
小
学
生
陸
上

　

〔
１
０
０
㍍
〕
▽
５
年

男
子
＝
①
土
居
映
斗
（
赤

穂
）
1５
秒
８
②
富
田
琉
生

（
塩
屋
）
③
金
澤
俊
太
朗

（
城
西
）
▽
５
年
女
子
＝

①
尾
上
杏
爾
（
尾
崎
）
1６

秒
２
②
松
林
優
有
（
城

西
）
③
遠
藤
蒼
依
（
有

年
）
▽
６
年
男
子
＝
①
山

野
陽
翔
（
御
崎
）
1４
秒
２

②
衛
藤
大
翔
（
赤
穂
）
③

守
田
音
央
（
高
雄
）
▽
６

年
女
子
＝
①
中
山
結
（
塩

屋
）
1５
秒
０
②
目
﨑
さ
や

か
（
御
崎
）
③
片
上
ひ
な

た
（
塩
屋
）〔
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
投
〕
▽
５
年
男
子
＝

①
田
淵
新
也
（
御
崎
）
４９

㍍
０７
②
嶋
田
龍
弥
（
赤

穂
）
③
神
代
晋
（
塩
屋
）

▽
５
年
女
子
＝
①
遠
藤
蒼

依
（
有
年
）
3５
㍍
1０
②
西

畑
美
咲
（
城
西
）
③
三
浦

詩
空
（
原
）
▽
６
年
男
子

＝
①
今
井
一
雅
（
塩
屋
）

４８
㍍
８2
②
寺
田
莉
斗
（
城

西
）
③
結
城
龍
我
（
御

崎
）
▽
６
年
女
子
＝
①
岡

本
幸
利
音
（
高
雄
）
４2
㍍

０９
②
藤
瀬
桃
愛
（
赤
穂
）

③
大
頭
凪
沙
（
同
）〔
４

０
０
㍍
リ
レ
ー
〕
▽
５
年

男
子
＝
①
赤
穂
西
（
薦

田
、
小
林
、
服
部
、
山

内
）
６2
秒
３
②
塩
屋
（
前

田
、
河
野
、
福
永
、
富

田
）
③
赤
穂
（
衣
笠
、
土

居
、
田
中
、
嶋
田
）
▽
５

年
女
子
＝
①
尾
崎
（
小

川
、
松
本
、
四
井
、
尾

上
）
６４
秒
３
②
塩
屋
（
佐

用
谷
、
安
部
、
赤
松
、
清

水
）
③
城
西
（
汐
江
、
松

林
、
亀
井
、
松
井
）
▽
６

年
男
子
＝
①
御
崎
（
結

城
、
山
野
、
二
六
、
東

森
）
５８
秒
５
②
城
西
（
松

本
、
葛
島
、
西
川
、
寺

田
）
③
尾
崎
（
三
島
、
山

本
、
中
川
、
山
下
）
▽
６

年
女
子
＝
①
御
崎
（
今

宮
、
目
﨑
、
森
脇
、
中

尾
）
５９
秒
６
②
塩
屋
（
片

上
、
中
田
、
橋
本
、
中

山
）
③
赤
穂
（
藤
瀬
、
松

尾
、
佐
藤
、
太
井
）〔
優

秀
選
手
〕
▽
男
子
＝
今
井

一
雅
（
塩
屋
）
山
野
陽
翔

（
御
崎
）
▽
女
子
＝
岡
本

幸
利
音
（
高
雄
）
中
山
結

（
塩
屋
）

▼
…
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

①
千
種
川
（
坂
越
）
②

宝
珠
山
（
同
）
③
マ
リ
ン

ズ
生
島
（
同
）

▼
…
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

▽
１
回
戦
＝
ド
ン
・
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
2４
―
２
ア
ト

ム
ダ
デ
ィ
ー
ズ
、
ラ
イ
ナ

ー
ズ
６
―
４
ヤ
ン
テ
ィ
ー

ズ
、
Ｎ
ｏ
ｎ
ｂ
ａ
ｙ
ｓ
13

―
９
モ
ル
ツ
、
イ
ッ
パ
ツ

メ
ン
テ
13
―
12
Ｔ
ｓ
ｕ
ｗ

ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
▽
準
決
勝
＝

ラ
イ
ナ
ー
ズ
７
―
０
ド
ン

・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
、
イ
ッ

パ
ツ
メ
ン
テ
1０
―
８
Ｎ
ｏ

ｎ
ｂ
ａ
ｙ
ｓ
▽
決
勝
＝
ラ

イ
ナ
ー
ズ
７
―
４
イ
ッ
パ

ツ
メ
ン
テ

▼
…
テ
ニ
ス

　

〔
ダ
ブ
ル
ス
〕
▽
男
子

Ａ
級
＝
①
有
吉
毬
真
・
中

村
瞭
斗
（
三
菱
電
機
・
イ

ク
ス
テ
ン
ド
）
②
橋
本
丈

一
郎
・
万
道
麻
央
（
イ
ク

ス
テ
ン
ド
）
▽
同
Ｂ
級
＝

①
米
野
征
也
・
安
良
田
邦

明
（
パ
イ
ン
Ｔ
Ｃ
）
▽
女

子
＝
①
石
黒
恭
子
・
小
野

有
子
（
三
菱
電
機
・
パ
イ

ン
Ｔ
Ｃ
）〔
シ
ン
グ
ル

ス
〕
▽
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学

生
）
Ａ
級
＝
①
井
上
陽
登

（
パ
イ
ン
Ｔ
Ｃ
）
②
中
村

響
（
同
）
③
本
窪
田
泰
靖

（
同
）
西
脇
諒
（
同
）
▽

同
Ｂ
級
＝
①
松
崎
蒼
日
湖

（
パ
イ
ン
Ｔ
Ｃ
）
②
佐
藤

茉
優
（
同
）

▼
…
少
林
寺
拳
法

　

▽
小
学
生
級
拳
士
低
学

年
＝
①
竹
原
陸
空
・
田
口

煌
輝
（
塩
屋
１
・
城
西

２
）
②
鞍
谷
光
哉
・
小
田

涼
太
（
赤
穂
２
・
吉
永

２
）
③
木
島
海
斗
・
西
本

光
羽
・
矢
野
恵
太
（
塩
屋

２
・
塩
屋
２
・
塩
屋
２
）

▽
同
中
学
年
＝
①
島
田
菜

々
子
・
竹
原
真
美
（
赤
穂

西
４
・
塩
屋
４
）
②
松
林

旺
良
・
田
中
宙
頼
（
城
西

４
・
赤
穂
４
）
③
山
下
龍

一
郎
・
川
西
佑
磨
（
赤
穂

西
３
・
赤
穂
西
３
）
▽
同

高
学
年
＝
①
阿
賀
心
美
・

松
林
優
有
・
谷
口
玲
奈

（
城
西
５
・
城
西
５
・
赤

穂
西
５
）
②
今
田
颯
樹
・

山
崎
結
叶
・
大
崎
颯
真

（
城
西
６
・
赤
穂
５
・
赤

穂
５
）
③
金
澤
俊
太
郎
・

児
島
彰
太
・
汐
江
真
央

（
城
西
５
・
赤
穂
西
５
・

城
西
５
）
▽
小
学
生
有
段

＝
①
前
田
賢
甫
・
市
山
颯

斗
（
坂
越
５
・
坂
越
５
）

▽
単
独
小
学
生
低
学
年
＝

①
亀
甲
祥
宏
（
尾
崎
３
）

②
矢
野
恵
太
（
塩
屋
２
）

③
田
中
悠
大
（
城
西
３
）

▽
同
高
学
年
＝
①
有
吉
優

人
（
塩
屋
６
）
②
矢
野
蒼

梧
（
塩
屋
５
）
③
木
島
優

成
（
塩
屋
５
）
▽
小
学
生

団
体
＝
①
楠
田
希
・
他
９

名
▽
親
子
＝
①
木
下
涼
子

・
木
下
翔
天
（
主
婦
・
塩

屋
小
４
）
▽
中
学
生
有
段

＝
①
前
田
隆
成
・
山
根
翔

（
坂
越
３
・
坂
越
３
）
▽

単
独
中
学
生
男
子
＝
①
市

山
柊
太
（
県
立
大
附
２
）

②
岡
嶋
眞
土
（
那
波
１
）

③
山
本
佳
希
（
赤
穂
西

２
）
▽
同
女
子
＝
①
山
下

智
加
（
赤
穂
西
３
）
②
大

下
莉
歩
（
赤
穂
西
２
）
③

松
林
音
寧
（
赤
穂
１
）
▽

中
学
生
団
体
＝
①
山
下
智

加
・
他
５
名
▽
単
独
一
般

女
子
＝
①
山
下
ひ
よ
り

（
赤
穂
高
）
②
下
脇
美
都

（
同
）
③
額
田
伊
織
（
相

生
高
）
▽
一
般
有
段
＝
①

溝
田
春
香
・
奥
谷
宜
晃

（
大
学
生
・
一
般
会
社

員
）

▼
…
中
学
校
体
育
連
盟

　

〔
軟
式
野
球
〕
▽
1
回

戦
＝
赤
穂
東
1０
―
２
赤
穂

▽
準
決
勝
＝
坂
越
４
―
０

有
年
、
赤
穂
東
２
―
０
赤

穂
西
▽
決
勝
＝
赤
穂
東
６

―
１
坂
越

　

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女

子
〕
①
赤
穂
西
・
有
年
②

坂
越
③
赤
穂

　

〔
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
〕
①
赤
穂
②
赤
穂
西

▽
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
＝
①
上

原
翔
栄
②
桐
谷
貴
都
③
平

山
悠
希
▽
ス
リ
ー
ポ
イ
ン

ト
①
上
原
翔
栄
②
春
名
朝

凪
③
西
尾
延
哉

　

〔
サ
ッ
カ
ー
〕
①
赤
穂

②
赤
穂
西

　

〔
卓
球
〕
▽
団
体
戦
男

子
＝
①
赤
穂
西
Ｂ
②
赤
穂

西
Ａ
▽
同
女
子
＝
①
赤
穂

東
②
赤
穂
西
③
赤
穂
▽
個

人
戦
男
子
＝
①
中
丁
源
貴

②
横
峯
海
斗
③
笠
井
大

輝
、
四
井
晴
琉
▽
同
女
子

＝
①
中
村
一
葉
②
清
水
実

咲
③
山
内
雛
乃
、
藤
田
和

花
　

〔
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
〕
▽

男
子
＝
①
安
井
瑛
登
・
藤

原
琉
生
（
赤
穂
東
）
②
樋

口
幹
紘
・
阿
部
正
哉

（
同
）
③
門
家
雄
樹
・
山

田
涼
太
（
赤
穂
西
）
原
田

一
輝
・
藤
哉
斗
（
赤
穂

東
）
▽
女
子
＝
①
中
川
心

愛
・
廣
井
優
希
（
赤
穂

東
）
②
安
井
一
紗
・
加
藤

真
由
（
坂
越
）
③
遠
藤
穂

乃
果
・
名
田
陽
香
（
赤

穂
）
西
脇
菜
帆
・
小
島
未

早
希
（
赤
穂
東
）

　

〔
剣
道
〕
▽
団
体
戦
男

子
＝
①
赤
穂
東
Ａ
②
赤
穂

東
Ｂ
▽
同
女
子
＝
①
赤
穂

東
Ａ
②
赤
穂
西
▽
個
人
戦

男
子
1
年
＝
①
小
川
矩
史

（
赤
穂
東
）
②
米
谷
泰
良

（
同
）
③
西
角
昊
（
同
）

時
田
夏
楓
（
同
）
▽
同
2

大
和
（
赤
穂
東
）
▽
同
3

年
＝
①
大
搗
弘
晟
（
坂

越
）
②
那
須
琉
斗
（
赤

穂
）
③
田
原
侑
磨
（
同
）

高
谷
竜
也
（
赤
穂
東
）
▽

個
人
戦
女
子
2
年
＝
①
庵

奥
雅
（
赤
穂
東
）
②
山
本

心
愛
（
同
）
③
竹
内
絢
音

（
赤
穂
）
▽
同
3
年
＝
①

是
兼
汐
里
（
赤
穂
東
）
②

西
川
ゆ
り
（
同
）
③
中
村

未
羽
（
同
）

▼
…
サ
ッ
カ
ー
（
少
年
）

　

▽
６
年
生
＝
①
尾
崎
②

赤
穂
③
塩
屋
▽
５
年
生
＝

①
赤
穂
Ａ
②
塩
屋
③
御
崎
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